
北
尾
宏
之
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

略

歴

一
九
五
七
年
一
二
月

京
都
市
に
生
ま
れ
る

一
九
七
六
年
三
月

大
阪
教
育
大
学
附
属
高
等
学
校
天
王
寺
校
舎
卒
業

一
九
七
六
年
四
月

京
都
大
学
文
学
部
入
学

一
九
八
〇
年
三
月

京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業

一
九
八
〇
年
四
月

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

一
九
八
二
年
三
月

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

一
九
八
二
年
四
月

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻
博
士
課
程
入
学

一
九
八
五
年
三
月

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
哲
学
専
攻
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

一
九
八
五
年
四
月

日
本
学
術
振
興
会
奨
励
研
究
員
・
倫
理
学
︵
一
九
八
六
年
三
月
ま
で
︶

一
九
八
六
年
四
月

京
都
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
非
常
勤
講
師
︵
一
九
八
七
年
三
月
ま
で
︶

一
九
八
七
年
四
月

京
都
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
専
任
講
師
︵
一
九
九
四
年
三
月
ま
で
︶

一
九
九
四
年
四
月

京
都
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
助
教
授
︵
一
九
九
六
年
三
月
ま
で
︶

一
九
九
六
年
四
月

立
命
館
大
学
文
学
部
助
教
授
︵
二
〇
〇
二
年
三
月
ま
で
︶

二
〇
〇
二
年
四
月

立
命
館
大
学
文
学
部
教
授

二
〇
〇
二
年
四
月

立
命
館
大
学
文
学
部
副
学
部
長
︵
二
〇
〇
四
年
三
月
ま
で
︶

二
〇
〇
九
年
四
月

立
命
館
大
学
文
学
研
究
科
研
究
科
長
︵
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
︶

二
〇
一
二
年
四
月

立
命
館
大
学
図
書
館
長
︵
二
〇
一
三
年
三
月
ま
で
︶

二
〇
二
三
年
三
月

立
命
館
大
学
文
学
部
を
定
年
退
職

北
尾
宏
之
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

五



︽
主
要
著
訳
書
お
よ
び
論
文
︾

︻
論
文
︼

﹁
カ
ン
ト
に
於
る
実
践
哲
学
の
位
置
︱
︱
自
由
論
を
手
掛
か
り
に
し
て
﹂︑
実
践
哲
学
研
究
会
編
﹃
実
践
哲
学
研
究
﹄
五
号
︑
一
九
八
二
年

﹁
カ
ン
ト
に
於
け
る
実
践
哲
学
の
位
置
︱
︱
実
践
的
独
断
的
形
而
上
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
﹂︑
関
西
倫
理
学
会
編
﹃
倫
理
学
研
究
﹄
一
四
集
︑
一
九
八
四
年
三
月

﹁
哲
学
の
自
己
根
拠
づ
け
は
可
能
か
︱
︱
ア
ー
ペ
ル
の
場
合

カ
ン
ト
︑
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
︑
ク
リ
ン
グ
ス
と
の
対
照
に
お
い
て
﹂
︑﹃
理
想
﹄
六
二
九
号
︑
一
九
八
五
年
一
〇

月

﹁
ロ
ッ
ク
︱
︱
道
徳
の
認
識
論
的
基
礎
づ
け
﹂︑
寺
崎
峻
輔
・
塩
出
彰
編
﹃
西
洋
倫
理
思
想
の
展
開
﹄︑
学
術
図
書
出
版
社
︑
一
九
八
七
年
四
月

﹁
死
に
つ
い
て
の
一
つ
の
試
論
﹂︑
京
都
外
国
語
大
学
機
関
誌
編
集
委
員
会
編
﹃
京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢
﹄
三
〇
号
︑
一
九
八
八
年
三
月

﹁
カ
ン
ト
の
﹁
構
想
力
﹂
︱
︱
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
制
約
と
し
て
︑
ま
た
自
由
へ
の
通
路
と
し
て
﹂︑
京
都
外
国
語
大
学
機
関
誌
編
集
委
員
会
編
﹃
京
都
外
国
語
大
学
研

究
論
叢
﹄
三
一
号
︑
一
九
八
八
年
九
月

﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
死
生
観
﹂︑
京
都
外
国
語
大
学
地
中
海
文
化
研
究
会
編
﹃
M
a
re
N
o
stru
m
﹄
一
号
︑
一
九
八
八
年
一
二
月

﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂︑
訓
覇
曄
雄
・
有
福
孝
岳
編
﹃
倫
理
学
と
は
な
に
か
︱
︱
そ
の
歴
史
と
可
能
性
︵
新
版
︶﹄︑
勁
草
書
房
︑
一
九
八
九
年
二
月

﹁
医
療
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂︑
塚
崎
智
・
加
茂
直
樹
編
﹃
生
命
倫
理
の
現
在
﹄︑
世
界
思
想
社
︑
一
九
八
九
年
六
月

﹁﹁
基
礎
﹂
へ
の
問
い
か
ら
﹁
基
礎
づ
け
﹂
へ
の
問
い
へ
﹂︑
日
本
倫
理
学
会
編
﹃
規
範
の
基
礎
﹄︑
慶
應
通
信
︑
一
九
九
〇
年
一
〇
月

﹁
生
命
倫
理
は
何
を
論
じ
る
べ
き
か
︱
︱
自
己
決
定
権
と
社
会
的
合
意
﹂︑
京
都
外
国
語
大
学
機
関
誌
編
集
委
員
会
編
﹃
京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢
﹄
三
七
号
︑
一
九
九
一

年
九
月

﹁﹁
道
徳
の
正
当
化
﹂
問
題
に
関
す
る
一
考
察
︱
︱
何
を
ど
の
よ
う
に
正
当
化
す
る
の
か
﹂︑
京
都
外
国
語
大
学
機
関
誌
編
集
委
員
会
編
﹃
京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢
﹄
四

一
号
︑
一
九
九
三
年
九
月

﹁
主
夫
・
主
婦
﹂︑
川
本
隆
史
・
須
藤
訓
任
・
水
谷
雅
彦
・
鷲
田
清
一
編
﹃
マ
イ
ク
ロ
・
エ
シ
ッ
ク
ス
︱
︱
小
銭
で
払
う
倫
理
学
﹄︑
昭
和
堂
︑
一
九
九
三
年
九
月

﹁
現
代
の
超
越
論
哲
学
﹂︑
竹
市
明
弘
・
坂
部
恵
・
有
福
孝
岳
編
﹃
カ
ン
ト
哲
学
の
現
在
﹄︑
世
界
思
想
社
︑
一
九
九
三
年
一
〇
月

﹁
コ
メ
ン
ト
：﹁
全
体
論
と
し
て
の
﹂
目
的
論
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
論
？
﹂︑
佐
藤
康
邦
・
中
岡
成
文
・
中
野
敏
男
編
﹃
シ
ス
テ
ム
と
共
同
性
︱
︱
新
し
い
倫
理
の
問
題
圏
﹄︑

昭
和
堂
︑
一
九
九
四
年
一
一
月

﹁
ロ
ー
ル
ズ
の
﹁
正
義
の
構
想
﹂
を
支
え
る
も
の
﹂︑
京
都
外
国
語
大
学
機
関
誌
編
集
委
員
会
編
﹃
京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢
﹄
四
四
号
︑
一
九
九
五
年
三
月

﹁
ロ
ー
ル
ズ
の
﹁
重
な
り
合
う
合
意
﹂
説
﹂︑
立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会
編
﹃
立
命
館
文
学
﹄
五
四
三
号
︑
一
九
九
六
年
二
月

六



﹁
権
利
と
功
利
﹂︑
関
西
倫
理
学
会
編
﹃
倫
理
学
研
究
﹄
二
七
号
︑
一
九
九
七
年
三
月

﹁
道
徳
の
源
泉
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
﹂︑
佐
藤
康
邦
・
溝
口
宏
平
編
﹃
モ
ラ
ル
・
ア
ポ
リ
ア
︱
︱
道
徳
の
デ
ィ
レ
ン
マ
﹄︑
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
︑
一
九
九
八
年
二
月

﹁
法
と
正
義
﹂︑
有
福
孝
岳
編
﹃
エ
チ
カ
と
は
何
か
︱
︱
現
代
倫
理
学
入
門
﹄︑
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
︑
一
九
九
九
年
一
一
月

﹁
カ
ン
ト
の
﹁
自
律
﹂
概
念
に
お
け
る
他
者
の
問
題
︱
︱
﹁
普
遍
的
自
己
立
法
﹂
の
概
念
を
手
が
か
り
に
し
て
﹂︑﹃
立
命
館
哲
学
﹄
一
〇
集
︑
一
九
九
九
年
三
月

﹁
自
己
の
存
立
を
可
能
に
す
る
た
め
の
道
徳
︱
︱
﹁
道
徳
を
要
求
す
る
理
由
﹂
の
考
察
か
ら
出
発
し
て
﹂︑
大
庭
健
・
安
彦
一
恵
・
永
井
均
編
﹃
な
ぜ
悪
い
こ
と
を
し
て
は
い

け
な
い
の
か
︱
︱
W
h
y
b
e
M
o
ra
l?﹄︑
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
︑
二
〇
〇
〇
年
九
月

﹁
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
﹂︑
加
茂
直
樹
編
﹃
社
会
哲
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
﹄︑
世
界
思
想
社
︑
二
〇
〇
一
年
五
月

﹁
正
し
さ
を
語
り
う
る
た
め
に
︱
︱
カ
ン
ト
に
即
し
て
﹂︑
安
彦
一
恵
・
谷
本
光
男
編
﹃
公
共
性
の
哲
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
﹄︑
世
界
思
想
社
︑
二
〇
〇
四
年
八
月

﹁
暴
力
問
題
へ
の
倫
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
序
説
﹂︑﹃
暴
力
と
人
間
存
在
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
理
論
的
お
よ
び
実
証
的
な
全
体
研
究
︵
研
究
代
表
者

谷
徹
︶﹄︵
平
成

～
平

17

成

年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
︵
基
盤
研
究
Ｂ
︶
研
究
成
果
報
告
書
︶︑
二
〇
〇
八
年
三
月

19

﹁
私
に
と
っ
て
の
規
範
性
の
基
礎
づ
け
と
道
徳
規
範
の
基
礎
づ
け
﹂︑
関
西
倫
理
学
会
編
﹃
倫
理
学
研
究
﹄
三
六
号
︑
二
〇
〇
六
年
四
月

﹁
カ
ン
ト
倫
理
学
に
お
け
る
﹁
義
務
﹂
の
概
念
に
つ
い
て
﹂︑
立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会
編
﹃
立
命
館
文
学
﹄
六
〇
三
号
︑
二
〇
〇
八
年
四
月

﹁
カ
ン
ト
倫
理
学
に
お
け
る
背
進
的
方
法
と
前
進
的
方
法
︱
︱
﹃
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
﹄
第
２
章
の
一
つ
の
読
み
方
﹂︑
実
践
哲
学
研
究
会
編
﹃
実
践
哲
学
研
究
﹄
三

一
号
︑
二
〇
〇
八
年
一
一
月

﹁
カ
ン
ト
の
刑
罰
論
﹂︑
立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会
編
﹃
立
命
館
文
学
﹄
六
二
五
号
︑
二
〇
一
二
年
二
月

﹁
カ
ン
ト
﹃
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
﹄
の
研
究
︵
一
︶
︱
︱
﹁
序
言
︵
V
o
rre
d
e︶﹂
の
研
究
﹂︑
立
命
館
大
学
人
文
学
会
編
﹃
立
命
館
文
学
﹄
六
四
八
号
︑
二
〇
一
六

年
八
月

﹁
カ
ン
ト
﹃
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
﹄
の
研
究
︵
二
︶
︱
︱
第
一
章
の
研
究
﹂︑
立
命
館
大
学
人
文
学
会
編
﹃
立
命
館
文
学
﹄
六
五
一
号
︑
二
〇
一
七
年
三
月

﹁
カ
ン
ト
﹃
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
﹄
の
研
究
︵
三
︶
︱
︱
第
二
章
の
研
究
︵
そ
の
一
︶﹂︑
立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会
編
﹃
立
命
館
文
学
﹄
六
六
二
号
︑
二
〇
一

九
年
三
月

﹁
カ
ン
ト
﹃
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
﹄
の
研
究
︵
四
︶
︱
︱
第
二
章
の
研
究
︵
そ
の
二
︶﹂︑
立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会
編
﹃
立
命
館
文
学
﹄
六
六
五
号
︑
二
〇
二

〇
年
二
月

﹁
カ
ン
ト
﹃
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
﹄
の
研
究
︵
五
︶
︱
︱
第
二
章
の
研
究
︵
そ
の
三
︶﹂︑
立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会
編
﹃
立
命
館
文
学
﹄
六
六
九
号
︑
二
〇
二

〇
年
九
月

﹁
カ
ン
ト
﹃
道
徳
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
﹄
の
研
究
︵
六
︶
︱
︱
第
三
章
の
研
究
﹂︑
立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会
編
﹃
立
命
館
文
学
﹄
六
七
六
号
︑
二
〇
二
一
年
一
二
月

北
尾
宏
之
教
授

略
歴

主
要
著
書
・
論
文
目
録

七



︻
翻
訳
︼

Ｋ
︲
Ｏ
・
ア
ー
ペ
ル
﹁
科
学
時
代
に
お
け
る
責
任
倫
理
の
合
理
的
基
礎
づ
け
﹂︑
丸
山
高
司
・
北
尾
宏
之
訳
︑﹃
思
想
﹄
七
三
九
号
︑
一
九
八
六
年
一
月

Ｏ
・
ヘ
ッ
フ
ェ
﹁
超
越
論
的
理
性
批
判
は
言
語
哲
学
の
な
か
で
止
揚
さ
れ
た
の
か
︵
一
︶
︱
︱
Ｅ
・
ツ
ー
ゲ
ン
ト
ハ
ッ
ト
の
構
想
な
ら
び
に
Ｋ
・
Ｏ
・
ア
ー
ペ
ル
の
構
想
と

の
対
決
﹂︑
北
尾
宏
之
訳
︑﹃
理
想
﹄
六
三
四
号
︑
一
九
八
七
年
四
月

Ｏ
・
ヘ
ッ
フ
ェ
﹁
超
越
論
的
理
性
批
判
は
言
語
哲
学
の
な
か
で
止
揚
さ
れ
た
の
か
︵
二
︶
︱
︱
Ｅ
・
ツ
ー
ゲ
ン
ト
ハ
ッ
ト
の
構
想
な
ら
び
に
Ｋ
・
Ｏ
・
ア
ー
ペ
ル
の
構
想
と

の
対
決
﹂︑
北
尾
宏
之
訳
︑﹃
理
想
﹄
六
三
五
号
︑
一
九
八
七
年
七
月

オ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ヘ
ッ
フ
ェ
﹃
政
治
的
正
義
︱
︱
法
と
国
家
に
関
す
る
批
判
哲
学
の
基
礎
づ
け
﹄︑
北
尾
宏
之
・
平
石
隆
敏
・
望
月
俊
孝
訳
︑
法
政
大
学
出
版
局
︑
一
九
九

四
年
九
月

ス
ー
ザ
ン
・
メ
ン
ダ
ス
﹃
寛
容
と
自
由
主
義
の
限
界
﹄︑
谷
本
光
男
・
北
尾
宏
之
・
平
石
隆
敏
訳
︑
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
︑
一
九
九
七
年
一
二
月

カ
ン
ト
﹁
理
論
と
実
践
﹂︑
北
尾
宏
之
訳
・
解
説
︑﹃
カ
ン
ト
全
集

﹄︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
〇
年

14

カ
ン
ト
﹁
七
つ
の
公
開
声
明
﹂︑
北
尾
宏
之
訳
・
解
説
︑﹃
カ
ン
ト
全
集

﹄︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
二
年
三
月

13

カ
ン
ト
﹁﹃
理
論
と
実
践
﹄
準
備
草
稿
﹂︑
北
尾
宏
之
訳
・
解
説
︑﹃
カ
ン
ト
全
集

﹄︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
二
年
一
一
月

18

カ
ン
ト
﹁
書
簡
Ⅰ
﹂︑﹃
カ
ン
ト
全
集

﹄︑
岩
波
書
店
︑
二
〇
〇
三
年
四
月

21

︻
事
典
項
目
等
執
筆
︼

有
福
孝
岳
・
坂
部
恵
・
石
川
文
康
・
大
橋
容
一
郎
・
黒
崎
政
男
・
中
島
義
道
・
福
谷
茂
・
牧
野
英
二
編
﹃
カ
ン
ト
事
典
﹄︑
弘
文
堂
︑
一
九
九
七
年
一
二
月
︵
執
筆
項
目
：

﹁
意
図
﹂﹁
実
践
理
性
の
優
位
﹂﹁
習
慣
﹂﹁
命
法
﹂﹁
利
口
﹂︶

﹃
岩
波

新
・
哲
学
講
義
３

知
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
﹄︑
岩
波
書
店
︑
一
九
九
八
年
一
月
︵
執
筆
項
目
：﹁
ア
プ
リ
オ
リ
﹂﹁
自
然
主
義
﹂﹁
直
観
﹂
﹁
表
象
﹂︶

大
庭
健
編
集
代
表
﹃
現
代
倫
理
学
事
典
﹄︑
弘
文
堂
︑
二
〇
〇
六
年
一
二
月
︵
執
筆
項
目
：﹁
ア
ー
ペ
ル
﹂﹁
嘘
﹂﹁
裏
切
り
﹂﹁
信
頼
﹂﹁
絶
対
／
相
対
﹂﹁
超
越
論
哲
学
﹂︶

八


